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九
鬼
周
造
（
一
八
八
八
―
一
九
四
一
）
は
、『「
い
き
」
の
構
造
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
「
偶
然
性
」
の
哲
学
、
詩
の
押
韻
論
を
生
み

出
し
た
哲
学
者
と
し
て
、
日
本
の
哲
学
界
で
、
ま
た
最
近
で
は
外
国
の
日
本
哲
学
研
究
者
の
間
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
九
鬼

は
実
存
哲
学
に
も
取
り
組
み
、
ま
た
自
ら
の
哲
学
理
論
を
下
地
と
し
た
味
わ
い
深
い
数
々
の
エ
ッ
セ
ー
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ッ
セ
ー

の
一
つ
に
、「
九
鬼
」
と
い
う
名
を
分
析
し
た
「
自
分
の
苗
字
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
執
筆
者
の
九
鬼
研
究
に
新
た
な
端
緒
を
与
え
た
、

意
義
深
い
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
九
鬼
」
と
い
う
名
の
問
題
が
自
己
分
析
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
九

鬼
哲
学
の
諸
側
面
と
関
連
づ
け
な
が
ら
彼
の
著
作
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
こ
の
名
の
問
題
は
九
鬼
の
実
存
哲
学
と
連
動
し
て
い
る
と
考

え
る
に
至
っ
た
。

　

九
鬼
は
「
名
」
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
見
解
を
、
彼
の
第
一
、
第
二
の
哲
学
書
で
あ
る
『「
い
き
」
の
構
造
』（
一
九
三
〇
年
）
と
『
偶

然
性
の
問
題
』（
一
九
三
五
年
）、
そ
し
て
「
自
分
の
苗
字
」（
一
九
三
八
年
） 
と
い
う
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー
で
示
し
て
い
る
。
言
及
箇
所
は

少
な
い
が
、「
名
」
は
、「
偶
然
性
」
を
根
本
原
理
と
す
る
九
鬼
哲
学
に
新
し
い
読
み
を
提
供
し
得
る
課
題
で
あ
る
と
、
執
筆
者
は
考
え
て
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い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
読
み
の
可
能
性
を
求
め
、
九
鬼
に
お
け
る
「
名
」
の
問
題
を
考
察
す
る
う
ち
に
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
（
一
九
〇
六
―
一
九
九
五
）
が
与
え
る
一
つ
の
示
唆
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
自
分
の
苗
字
」
の
最
後
部
は
、「「
名
は
聲
と
煙
」
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
。
名
體
不
離
と
い
ふ
こ
と
も
名
詮
自
性
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

私
に
と
つ
て
は
私
の
名
は
前
史
で
あ
り
、神
話
で
あ
り
、運
命
で
あ
る
の
だ
ら
う
」（

1
）
と
い
う
謎
め
い
た
文
章
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
章
の
意
味
、
特
に
「「
名
は
聲
と
煙
」
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
」
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
取
り
も
直
さ
ず
九
鬼
に
よ
る
名

と
実
存
哲
学
の
連
関
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
『
固
有
名
』（N

om
s propres

）
と
い
う
作
家
論
集
を
、一
九
七
六
年
に
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、マ
ル
チ
ン
・

ブ
ー
バ
ー
や
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
な
ど
十
三
名
の
作
家
を
論
じ
た
エ
ッ
セ
ー
集
で
あ
る
。
そ
の
「
序
」
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
人
物
の
名
を
語
る
こ
と

0

0

0

0

、
そ
れ
は
顔
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
名
詞
や
常
套
句
の
只
中
に
あ
っ
て
、
固

有
名
は
意
味
の
解
体
に
抵
抗
し
、
私
た
ち
の
発
語
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
固
有
名
は
、
難
破
し
た
話
の
背
後
に
、
あ

る
種
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
終
焉
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
ひ
と
つ
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
黎
明
を
も
見
て
取
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」（

2
）。
こ
れ
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
実
存
」
観
を
固
有
名
を
通
し
て
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
一
で
は
『「
い
き
」
の
構
造
』、「
自
分
の
苗
字
」
で
表
明
さ
れ
た
名

の
問
題
を
確
認
し
、
二
で
は
、
論
考
、「
実
存
哲
学
」（
一
九
三
九
年
）（

3
）
を
取
り
上
げ
、
九
鬼
の
「
実
存
」
と
「
本
質
」
の
理
解
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
九
鬼
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
イ
デ
ア
チ
オ
ン
」
批
判
を
通
し
て
、
実
存
は
「
現
実

的
存
在
」
で
あ
り
、「
普
遍
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
が
、こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
最
終
章
の
三
で
は
、

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』（
一
九
四
七
年
）
で
論
じ
ら
れ
た
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
＝
実
詞
化
」
に
着
目
し
、
こ
れ
を
参
考
に

九
鬼
の
名
と
実
存
の
連
関
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。



一
二
五

「
名
」
と
「
実
存
」〔
上
原
〕

一 

九
鬼
に
お
け
る
「
名
」
の
問
題

　

九
鬼
が
最
初
に
「
名
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、『「
い
き
」
の
構
造
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
書
で
、
九
鬼
は
、
こ
の
「
い
き
」
の

現
象
と
意
味
を
説
明
す
る
た
め
に
、西
洋
の
中
世
期
に
、ロ
ス
ケ
リ
ヌ
ス
が
唱
え
た
「
普
遍
」
の
概
念
を
引
き
合
い
に
出
し
、自
分
は
「
唯

名
論
」
の
立
場
を
取
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

ロ
ス
ケ
リ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、「
名
」
は
「
声
の
風
」（flatus vocis

）
で
し
か
な
い
、
つ
ま
り
「
実
在
」
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
普
遍
の
概
念
と
は
「
類
概
念
」
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
九
鬼
は
こ
の
「
唯
名
論
」
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
逆

に
ロ
ス
ケ
リ
ヌ
ス
の
論
敵
で
あ
り
、
普
遍
論
争
の
代
表
的
な
論
客
で
あ
っ
た
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
プ
ラ
ト
二
ズ
ム
に
依
拠
し
、「
類
概
念
」

を
「
実
在
」
だ
と
見
る
「
実
在
論
」
を
主
張
し
た
。
例
え
ば
、「
人
間
」
と
い
う
種
に
対
し
て
「
九
鬼
」
と
い
う
個
物
を
考
え
た
場
合
、

実
在
論
に
よ
れ
ば
「
人
間
」
は
実
在
し
、「
九
鬼
」
は
「
人
間
」
と
い
う
種
を
「
分
有
」
す
る
こ
と
で
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
九
鬼
」
以
外
の
個
物
も
皆
同
様
に
「
分
有
」
す
る
こ
と
で
存
在
す
る
。
一
九
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『「
い
き
」』
に
お
い
て
、
九
鬼
は
、

「
い
き
」
の
存
在
を
哲
学
的
に
捉
え
る
た
め
に
実
在
論
を
承
認
し
な
か
っ
た
。「「
い
き
」
を
単
に
種
概
念
と
し
て
取
扱
」
う
の
で
は
な
く
、

「「
い
き
」
のessentia

を
問
う
前
に
、
ま
ず
「
い
き
」
のexistentia

を
問
う
べ
き
で
あ
る
」（

4
）
と
宣
言
し
た
の
だ
。

　
「
自
分
の
苗
字
」（

5
）
は
一
九
三
八
年
に
雑
誌
、『
文
芸
春
秋
』
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
精
読
す
る
と
、『「
い
き
」』

で
表
明
し
た
九
鬼
の
唯
名
論
を
支
持
す
る
立
場
が
、
こ
こ
で
は
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
だ
。
こ
の
変
化
が
、
実
は
九
鬼
の

「
名
」に
関
す
る
思
想
を
捉
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
、執
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、

ま
ず
「
自
分
の
苗
字
」
の
概
要
と
要
点
を
確
認
し
よ
う
。
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「
九
鬼
」
と
い
う
「
苗
字
」
つ
ま
り
「
家
名
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
エ
ッ
セ
ー
に
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
言
加
え
て
お
く
。

九
鬼
周
造
の
父
、
隆
一
は
「
名
も
な
い
士
族
の
家
に
生
ま
れ
、
綾
部
藩
と
い
う
地
方
小
藩
の
家
老
九
鬼
家
の
養
子
に
入
り
」、「
文
部
官

僚
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
さ
ら
に
駐
米
公
使
も
勤
め
」、「
男
爵
」
の
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
人
物
で
あ
る（

6
）。
そ
し
て
九
鬼
家
の
家
系
は
、

中
世
期
に
伊
勢
・
熊
野
の
海
上
豪
族
、
九
鬼
水
軍
と
し
て
力
を
振
る
っ
た
九
鬼
氏
に
遡
る
と
い
う
。「
九
鬼
」
の
苗
字
は
、
中
世
に
ま
で

遡
る
歴
史
を
も
つ
の
で
あ
る
。
さ
て
、
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
、
哲
学
者
、
九
鬼
は
、
解
釈
学
的
に
こ
の
名
前
を
次
の
よ
う
な
三
つ
の
観
点
か

ら
検
討
し
て
い
る
。

（
1
）「
九
」
と
「
鬼
」
の
語
源
を
東
洋
と
西
洋
の
文
化
・
思
想
の
中
に
辿
り
、
比
較
検
討
す
る
。

（
2
）「
九
鬼
」
を
西
洋
語
と
日
本
語
の
音
韻
の
観
点
か
ら
検
討
し
、
特
に
日
本
語
に
お
い
て
は
同
音
異
義
語
に
注
目
す
る
。

（
3
）「
九
鬼
」
を
歴
史
的
・
地
理
的
に
検
討
す
る
。

　

結
論
部
で
は
三
つ
の
検
討
が
総
合
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
エ
ッ
セ
ー
は
、
正
に
苗
字
に
基
づ
き
、
個
と
し
て
の
「
九
鬼
」
自
身
を

自
己
分
析
的
に
考
察
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
エ
ッ
セ
ー
の
重
要
な
点
を
取
り
出
し
つ
つ
紹
介
す
る
。

　

音
韻
分
析
で
は
、「
九
鬼
」
の
同
音
異
義
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
久
木
」（『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
木
の
名
、「
ヒ

サ
ギ
」
と
も
読
め
る
）、「
久
喜
」（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
響
楽
」
を
思
わ
せ
る
）、「
久
城
」（
ド
イ
ツ
語
のEw

iges Schloss

と
理
解
で
き
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇
の
気
分
に
な
れ
る
）、「
苦
喜
」（「
複
雑
な
感
情
の
持
ち
主
」
だ
と
理
解
で
き
る
）。
ま
た
、
九
鬼
は
、

石
斑
魚
﹇
う
ぐ
い
﹈
の
異
名
で
あ
る
「
ク
キ
」
と
い
う
名
の
川
魚
に
つ
い
て
、
想
像
で
あ
る
が
、
そ
の
語
源
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
言
う
。「
岫く
き

」
は
古
語
で
「
山
の
洞
」
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
川
魚
の
「
ク
キ
」
の
名
前
は
、
岫
が
く
れ
、
つ
ま
り
洞
穴
の
水
に

住
み
岩
間
を
く
ぐ
る
、
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
。
確
か
に
、「
く
ぐ
る
」
を
意
味
す
る
「
漏く

く
」
の
名
詞
形
は
「
漏く

き
」

で
あ
る
、
と
哲
学
者
は
考
え
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
ク
キ
」
の
音
の
一
連
の
同
音
意
義
語
に
は
、
意
味
の
広
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
音
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
か
ら

出
発
し
た
場
合
、「
九
鬼
」
の
二
字
の
漢
字
が
有
し
て
い
な
い
、
多
く
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
音
韻
分
析
は
、
地
理
的
・
歴
史
的
分
析
に
接
続
さ
れ
る
。
九
鬼
は
、
自
分
の
苗
字
の
発
祥
の
地
で
あ
る
紀
伊
半
島
を
実

際
に
訪
れ
、
取
材
し
た
。「
九
鬼
」﹇
く
き
﹈
と
「
岫
」﹇
く
き
﹈
と
の
関
係
を
探
る
に
は
、
こ
の
半
島
の
北
牟
婁
郡
に
あ
る
「
九
鬼
村
」

の
歴
史
を
遡
る
必
要
が
あ
っ
た
。
湾
の
奥
深
く
に
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
付
近
に
は
「
鬼
」
の
つ
く
地
名
が
多
い
。
こ
の
村
で

初
め
て
「
九
鬼
」
の
苗
字
が
現
れ
た
の
は
十
四
世
紀
初
め
で
あ
る
ら
し
い
。「
九
鬼
」
港
は
昔
、
海
賊
の
巣
窟
で
、
八
鬼
山
や
そ
の
付
近

は
追
剥
の
名
所
で
あ
っ
た
。
鬼
ヶ
城
と
い
う
地
名
は
、
海
に
面
し
て
洞
窟
が
い
く
つ
も
連
な
っ
た
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地

理
的
条
件
と
歴
史
の
交
差
が
「
九
鬼
」
と
い
う
苗
字
を
生
じ
さ
せ
た
と
、
哲
学
者
は
分
析
す
る
。
苗
字
発
生
の
背
景
に
は
、「
鬼
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
も
の
の
悪
行
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
エ
ッ
セ
ー
は
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、
文
章
か
ら
は
、
そ
の
後
こ
の
土
地
か
ら
九
鬼
一

族
が
出
て
豪
族
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
哲
学
者
曰
く
、「
ク
キ
村
の
「
鬼
」
を
、「
九
鬼
」
に
変
じ
た
の
は
闇
の
力
に
相
違
な
い
」。

　

結
論
部
で
は
、
九
鬼
自
身
に
矛
盾
的
性
質
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。「
私
は
閑
寂
な
山
も
む
ろ
ん
好
き
だ
が
、
あ
の
靑
々

し
た
海
が
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
好
き
だ
。
の
み
な
ら
ず
私
の
こ
の
血
の
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
の
冒
険
と
獵
奇
を
好
む
癖
が
あ
っ
て
、
い
ま

だ
に
抜
け
き
ら
な
い
。
私
は
海
賊
と
の
血
緣
を
遂
に
斷
つ
こ
と
が
出
來
な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
」
と
、
彼
は
言
う
。「
九
鬼
」
と
い
う
存
在

の
矛
盾
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
「
あ
あ
、
己
の
胸
に
は
二
つ
の
靈
が
住
ん
で
ゐ
る
」
と
い
う
嘆
き
に
似
て
い
る
。
現
世
へ
の
執
着
と
崇
高
な

霊
界
の
間
で
引
き
裂
か
れ
る
嘆
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
九
鬼
は
「
名
は
聲
と
煙
」
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
。
名
體
不
離
と
い
ふ
こ
と
も
名

詮
自
性
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
」
と
述
べ
、「
唯
名
論
」
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
問
題
を
再
び
提
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
名
は
聲
と
煙
」
と
い
う
表
現
の
出
典
は
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
で
あ
る
よ
う
だ
。「
悲
劇　

第
一
部
」
の
「
マ
ル
テ
の
庭
」
で
、マ
ル
ガ
レ
ー

テ
か
ら
神
を
信
じ
て
い
る
か
と
問
わ
れ
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
場
面
が
あ
る
。「
神
、
な
ど
と
簡
単
に
名
前
が
つ
け
ら
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れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
…
私
に
は
、
な
ん
と
呼
ん
だ
ら
い
い
の
か
分
ら
な
い
。
感
情
こ
そ
は
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
名
前
な
ど
は
天
の
焔
を

朧
（
お
ぼ
）
ろ
に
つ
つ
む
響
き
か
煙
の
よ
う
な
も
の
だ
」（

7
）。「
煙
」
は
、
先
に
見
た
、
名
は
風
の
声
で
し
か
な
い
、
実
在
で
は
あ
り
得

な
い
と
い
う
、
唯
名
論
の
立
場
と
同
様
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
―
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

唯
名
論
と
は
異
な
る
他
の
道
、
つ
ま
り
「
名
體
不
離
」
と
「
名
詮
自
性
」
へ
の
道
を
開
い
て
い
る
の
だ
。「
名
體
不
離
」
は
、
ご
く
簡
潔

に
「
浄
土
教
で
阿
弥
陀
仏
の
名
号
と
阿
弥
陀
仏
の
体
が
、
相
即
不
二
で
あ
る
こ
と
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
る
。「
名
」
と
「
体
」、
両
者
の

関
係
は
不
離
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
名
詮
自
性
」
と
は
、「
も
の
の
名
は
、
そ
の
も
の
自
体
、
本
性
を
表
す
と
い
う
意
」
で
あ
る（

8
）。

言
い
換
え
れ
ば
、名
実
は
相
応
す
る
、物
の
名
は
、そ
の
物
自
体
の
本
性
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
名
體
不
離
」
も
「
名

詮
自
性
」
も
共
に
、
名
は
実
在
だ
と
い
う
実
在
論
の
主
張
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
唯
名
論
か
ら
実
在
論
へ
の
微
妙
な
傾
き
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
は
、『「
い
き
」
の
構
造
』
で
も

既
に
表
明
さ
れ
て
い
た
「
個
物
」
の
実
存
と
「
個
物
」
の
本
質
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
次
に
、
九
鬼

の
論
考
「
実
存
哲
学
」
の
読
み
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
考
察
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

二 

九
鬼
の
「
実
存
」
と
「
本
質
」

可
能
的
存
在
と
現
実
的
存
在

　

九
鬼
は
、「
存
在
」
に
は
ま
ず
次
の
よ
う
な
二
様
の
意
味
が
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。
1
「
三
角
形
と
は
三
つ
の
線
で
圍
ま
れ
た
面
の
一

部
で
あ
る
」
と
い
う
場
合
の
「
あ
る
」、2
「
鉛
筆
で
描
い
た
三
角
形
が
あ
る
」
と
い
う
場
合
の
「
あ
る
」。
1
の
「
あ
る
」
は
、「
三
角
形
」



一
二
九

「
名
」
と
「
実
存
」〔
上
原
〕

と
い
う
「
主
語
」
と
「
三
つ
の
線
で
圍
ま
れ
た
面
の
一
部
」
と
い
う
「
述
語
」
と
を
「
相
對
的
關
係
に
お
い
て
措
定
」
し
て
お
り
、「
三
角
形
」

と
い
う
「
概
念
の
可
能
性
が
指
示
」
さ
れ
る
。
2
の
「
あ
る
」
は
、「
鉛
筆
で
描
い
た
三
角
形
」
と
い
う
対
象
を
「
絶
対
的
に
措
定
」
し

て
お
り
、「
三
角
形
」
が
現
実
と
し
て
目
前
に
立
っ
て
い
る
。「
可
能
的
存
在
」
と
「
現
實
的
存
在
」
は
「
廣
義
に
お
け
る
存
在
の
二
つ
の

様
態
」
で
あ
り
、「
可
能
的
存
在
」
は
「
可
能
的
概
念
の
本
質
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
三
つ
の
線
に
て
圍
ま
れ
た
る
面
の
一
部
」
は

三
角
形
の
本
質
、「
―
で
あ
る
」
で
あ
り
、
一
方
、
現
実
的
存
在
は
狭
義
に
お
け
る
存
在
、「
―
が
あ
る
」
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
広
義

の
「
存
在
」
は
「
本
質
（essentia

）」
と
「
猍
義
の
存
在
（existentia

）」
と
の
二
つ
か
ら
な
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
存
在
様
態
を
、
九
鬼
は
プ
ラ
ト
ン
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
個
々
の
現
實
的
存
在
は
イ
デ
ア
に

分
預
す
る
限
り
存
在
」
し
、「
兩
者
の
關
係
は
原
型
と
模
寫
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、そ
し
て
唯
一
の
存
在
で
あ
る
原
型
に
対
し
て
、「
模

寫
は
無
數
に
存
在
す
る
」
の
で
あ
る（

9
）。　

イ
デ
ア
チ
オ
ン

　

次
に
、「
本
質
」
と
「
存
在
」
が
「
普
遍
者
」
と
「
個
体
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
が
、問
題
と
な
る
。
九
鬼
は
、プ
ラ
ト
ン
の
「
イ

デ
ア
」
が
優
れ
た
意
味
に
お
い
て
「
本
質
」
と
い
う
も
の
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
続
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
を
介
し

そ
れ
に
批
判
を
加
え
る
。「﹇
プ
ラ
ト
ン
の
﹈
イ
デ
ア
は
多
數
の
個
體
に
対
し
て
「
共
通
者
」
…
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
イ
デ
ア
を
把
握
す
る

こ
と
を
フ
ッ
サ
ー
ル
は
イ
デ
ア
チ
オ
ン
、イ
デ
ア
直
觀
、本
質
直
觀
な
ど
と
呼
ん
で
ゐ
る
」（
10
）。
九
鬼
は
イ
デ
ア
を
「
共
通
者
」
と
見
な
し
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
お
け
る
イ
デ
ア
チ
オ
ン
と
い
う
操
作
に
こ
れ
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
再
び
、「
実
存
哲
学
」ら
一
節
を
引
用
す
る
。

イ
デ
ア
チ
オ
ン
は
或
る
經
驗
さ
れ
た
對
象
ま
た
は
想
像
さ
れ
た
對
象
を
一
個
の
變
形
態
﹇Variation

﹈
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
に
基
礎
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を
有
つ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
そ
の
對
象
を
任
意
の
一
例
ま
た
は
見
本
で
あ
ら
し
め
る（
11
）。

　
「
イ
デ
ア
チ
オ
ン
」
と
は
、個
別
的
・
経
験
的
事
実
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、個
々
の
現
象
の
中
に
あ
る
一
般
者
、あ
る
い
は
本
質
（
形

相
）
を
見
て
取
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
に
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
「
対
象
」、つ
ま
り
見
本
と
し
て
の
像
の
「
變
形
態
」
を
見
出
し
て
ゆ
く
と
、

無
限
に
類
似
す
る
諸
像
の
集
合
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
諸
像
に
共
通
し
、
貫
徹
す
る
単
一
性
が
認
め
ら
れ
る
。
要

す
る
に
、「
一
つ
の
原
像
に
自
由
變
形
を
行
つ
た
場
合
」
に
、「
必
然
的
に
普
遍
的
な
形
と
し
て
殘
る
」
も
の
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
。
そ
し
て
、

九
鬼
の
訳
語
に
よ
る
「
諸
變
形
態
」（
12
）
と
い
う
も
の
を
貫
い
て
、
必
ず
「
一
つ
の
不
變
態
」
が
残
る
、
そ
れ
が
「
イ
デ
ア
」
ま
た
は
「
本

質
」
な
の
で
あ
る
。

　

イ
デ
ア
チ
オ
ン
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
九
鬼
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
倣
っ
て
「
音
」
の
具
体
例
を
用
い
て
解
説
す
る
。

實
際
に
聞
く
音
ま
た
は
想
像
の
中
に
浮
ぶ
音
を
出
發
點
と
し
て
自
由
變
形
を
行
ふ
と
き
に
、
任
意
な
諸
變
形
態
を
貫
い
て
必
然
的
に

共
通
の
も
の
と
し
て
音
の
イ
デ
ア
が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
ま
た
或
る
他
の
音
現
象
を
出
發
點
に
取
つ
て
任
意
な
自
由
變
形

を
行
ふ
と
き
も
、
こ
の
新
し
い
音
現
象
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
音
の
或
る
他
の
イ
デ
ア
で
は
な
い
。
先
の
イ
デ
ア

と
新
し
い
イ
デ
ア
と
を
比
較
す
れ
ば
、
兩
者
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
兩
方
の
變
形
作
用
が
唯
一
の
變
形
作

用
に
歸
す
る
の
を
見
、
兩
方
の
諸
變
形
態
が
同
様
に
唯
一
の
イ
デ
ア
の
任
意
な
個
別
態
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
の
で
あ
る（
13
）。

　

こ
の
よ
う
な
変
形
作
用
は
さ
ら
に
前
進
す
る
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
も
任
意
に
把
握
さ
れ
た
音
に
対
し
て
常
に
「
同
一
の
イ
デ
ア
」
が

生
じ
る
。
こ
れ
が
音
の
「
普
遍
的
本
質
」
で
あ
る
の
だ
。
ま
た
、こ
の
「
普
遍
者
は
自
己
同
一
の
も
の
」
で
あ
り
、逆
に
言
え
ば
こ
の
「
同
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一
者
が
多
數
の
者
に
個
別
化
」
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る（
14
）。

　

そ
れ
か
ら
、
イ
デ
ア
チ
オ
ン
の
結
果
と
し
て
「
そ
こ
に
生
じ
た
變
形
態
集
合
の
中
に
ま
た
一
つ
の
不
變
態
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
上
位

の
イ
デ
ア
」
で
あ
る
。
こ
の
「
上
位
の
イ
デ
ア
は
ま
た
一
つ
の
新
し
い
變
形
作
用
の
出
發
點
と
な
る
」。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
次
第
に
高

次
の
類
が
得
ら
れ
る
」
の
だ
。
例
え
ば
「
ハ
」
音
の
イ
デ
ア
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
上
位
に
「
音
一
般
の
イ
デ
ア
」
が
得
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
ハ
」
音
と
い
う
「
イ
デ
ア
的
單
體
性
ま
た
は
形
相
的
單
體
性
」
に
対
し
て
「
音
一
般
の
イ
デ
ア
」
が
上
位

に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
位
に
「
感
覺
一
般
の
イ
デ
ア
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（
15
）。
次
の
一
節
へ
移
ろ
う
。

　
「
ハ
」
音
の
イ
デ
ア
に
從
屬
す
る
一
切
の
任
意
の
個
別
態
は
個
體
的
單
體
性
を
有
し
て
ゐ
る
と
云
へ
る
。
然
し
そ
れ
ら
の
個
別
體

が
任
意
性
の
性
格
を
有
つ
て
ゐ
る
限
り
、
イ
デ
ア
チ
オ
ン
の
地
平
に
あ
つ
て
は
、
個
體
的
單
體
性
の
意
味
は
殆
ど
形
相
的
單
體
性
の

中
へ
沒
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
本
質
直
觀
に
專
一
な
る
限
り
、「
こ
れ
」
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
遂
に
顧
み

ら
れ
な
い
の
で
あ
る（
16
）。

　

こ
の
一
節
は
、
九
鬼
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
説
の
単
な
る
紹
介
で
は
な
く
、「
本
質
直
觀
」
の
根
本
へ
切
り
込
む
批
判
で
あ
る
と
読

み
取
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う（
17
）。
例
え
ば
、
蓄
音
機
の
「
何
印
何
號
の
針
」
は
「
一
つ

の
イ
デ
ア
」、
即
ち
個
体
的
で
は
な
く
「
形
相
的
」
な
「
単
体
」
な
の
で
あ
る
。「
使
用
に
際
し
て
は
、
何
印
何
號
の
針
で
さ
へ
あ
れ
ば
個

體
的
單
體
は
任
意
の
も
の
で
よ
い
」
の
だ
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
個
々
の
針
は
相
互
に
相
当
性
を
有
し
て
ゐ
る
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
任
意
性
が
可
能
と
な
る
。
機
械
に
よ
り
大
量
生
産
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
。
イ
デ
ア
チ
オ
ン
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
、
個
体
の
現
実
性
は
、
様
々
な
個
体
の
可
能
性
中
の
一
可
能
性
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
な
い
。「
現
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實
と
し
て
與
へ
ら
れ
た
個
體
は
任
意
性
の
中
に
埋
沒
し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
」。「
こ
れ
」
と
言
え
る
も
の
は
、
現
実
の
個
体
的
単
体
で
あ

る
は
ず
な
の
だ
が
、
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
イ
デ
ア
チ
オ
ン
に
よ
る
か
ぎ
り
「
任
意
性
の
中
に
埋
沒
」
し
て
し
ま
う
。
九
鬼
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル

の
イ
デ
ア
チ
オ
ン
に
お
け
る
個
体
性
の
欠
如
を
批
判
す
る
の
は
、
そ
れ
が
、
ど
こ
ま
で
も
プ
ラ
ト
ン
的
イ
デ
ア
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る（
18
）。

実
存

　

本
質
に
対
す
る
「
狹
義
の
存
在
」、あ
る
い
は
「
現
實
的
存
在
」
が
、「
個
體
」
の
存
在
で
あ
る
。「
實
存
」
と
は
、即
ち
「
現
實
的
存
在
」

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
實
存
の
意
味
が
最
も
顯
著
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
は
人
間
存
在
に
お
い
て
で
あ
る
」
の
だ
。
九
鬼
の
説
明
を

続
け
て
追
う
と
、「
人
間
存
在
に
あ
つ
て
は
存
在
の
仕
方
が
み
づ
か
ら
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
共
に
そ
の
決
定
に
つ
い
て
自
覺
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
人
間
存
在
は
存
在
そ
の
も
の
を
自
覺
的
に
支
配
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
人
間
は
、「
實
存
を
本
當
の
意
味
で
自
己
の
も

の
と
し
て
創
造
す
る
」
の
で
あ
る（
19
）。　

　

九
鬼
は
、「
個
体
」
を
フ
ッ
サ
ー
ル
の
よ
う
に
現
象
学
的
に
追
求
し
よ
う
と
せ
ず
、そ
の
個
体
の
現
実
的
存
在
を
「
モ
ナ
ド
」
に
求
め
た
。

こ
れ
は
単
に
主
観
的
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
個
體
と
し
て
の
モ
ナ
ド
は
主
觀
で
あ
る
と
共
に
客
觀
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
個
體
は
世

界
を
有
ち
社
會
を
有
つ
と
共
に
普
遍
の
一
様
性
の
中
へ
沒
し
去
ら
な
い
も
の
」
な
の
だ（
20
）。
こ
こ
で
は
世
界
、
社
会
、
言
い
換
え
れ
ば

普
遍
と
個
体
と
の
関
わ
り
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
九
鬼
は
、
モ
ナ
ド
と
し
て
の
個
体
は
社
会
、
あ
る
い
は
世
界
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
で
こ
そ
主
体
的
、
個
性
的
で
あ
る
の
だ
と
い
う
「
個
体
性
」
を
主
張
し
て
い
る
と
言
え
る
。
因
み
に
モ
ナ
ド
に
つ
い
て
、
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、
一
九
三
一
年
に
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
訳
版
の
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』（M

éditations cartésiennes

―Introduction à la 
phénom

énologie

：
下
地
と
な
っ
た
パ
リ
で
の
講
演
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
の
講
演
と
討
論
は
一
九
二
九
年
に
行
わ
れ
て
い
る
）
を
出
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版
し
て
お
り
、
九
鬼
は
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
解
説
し
て
い
る（
21
）。

　

そ
し
て
、
本
書
が
大
幅
に
書
き
直
さ
れ
た
上
で
一
九
五
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
版
に
お
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
間
主
観
性
に
属
す
る
個
々
の
主
観
は
、
互
い
に
対
応
し
連
関
し
て
い
る
構
成
的
体
系
を
備
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
な
世
界

の
構
成
に
は
、
本
質
か
ら
し
て
諸
モ
ナ
ド
の
間
の
「
調
和
」
が
属
し
て
」
い
る
。
こ
の
場
合
、「
客
観
的
な
世
界
は
、
私
に
と
っ
て
つ
ね

に
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
」
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
観
は
客
観
と
ま
だ
対
立
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
た
め
、
モ
ナ
ド
は
、
九
鬼
の
示
し
た
主
観
・
客
観
と
し
て
の
モ
ナ
ド
で
は
な
い
と
言
え
よ
う（
22
）。
そ
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
関
心
は
、

「
間
主
観
的
」
な
主
観
と
「
個
々
の
モ
ナ
ド
に
お
け
る
個
別
の
構
成
の
調
和
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
モ
ナ
ド
の
唯
一
性
と
し

て
の
個
性
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
ま
だ
こ
の
点
を
論
じ
て
い
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
を
参
照
し
た
九
鬼
自
身
は
と
い
う
と
、
取
り
立
て
て
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
個
体
性
」
の
欠
落
を
強
調
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
執
筆
者
の
方
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
語
版
の
加
筆
部
分
に
こ
の
視
点
の
不
明
瞭
が
見
て
取
れ
る
こ
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

本
質
と
存
在
の
相
互
関
係　

　

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
普
遍
と
個
体
性
の
関
係
、
あ
る
い
は
本
質
と
現
実
的
存
在
の
関
係
で
あ
る
。
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
１
「
本
質
が

存
在
を
規
定
す
る
場
合
」
と
2
「
存
在
が
本
質
を
規
定
す
る
場
合
」
が
考
え
ら
れ
る
。

　

1
は
、
存
在
が
「
本
質
の
存
在
で
あ
る
以
上
は
眞
の
意
味
で
存
在
す
る
も
の
は
本
質
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
九
鬼
の
取
る
立
場
で
は
な
い
。
1
で
は
、「
普
遍
的
な
本
質
が
眞
の
存
在
」
で
あ
り
、「
現
實
的
存
在
」
は
「
狹
義
」
の
存
在
で

あ
り
、「
淡
い
影
に
過
ぎ
な
い
」
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
真
の
存
在
と
し
て
の
本
質
が
狭
義
の
存
在
を
規
定
す
る
、
即
ち
、
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普
遍
が
個
体
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
こ
に「
個
體
の
眞
の
意
味
は
生
じ
て
來
な
い
」。「
個
體
的
單
體
の
概
念
」は
、

「
論
理
的
整
齊
を
充
足
さ
せ
る
た
め
の
名
目
」
に
過
ぎ
な
い（
23
）。

　

2
で
は
、本
質
と
は
「
存
在
す
る
も
の
の
本
質
」、「「
こ
こ
」
に
存
在
す
る
「
こ
の
」
も
の
の
本
質
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
普

遍
的
本
質
が
現
實
的
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
限
り
、
個
體
的
本
質
と
な
る
」。
こ
こ
で
九
鬼
は
、「
個
體
的
本
質
と
個
體
的
存
在
と
の

関
係
、
す
な
は
ち
個
體
の
可
能
的
存
在
と
現
實
的
存
在
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
、「
個
體
に
あ
つ
て
は
個
體
と
し
て
の
可
能
的
存
在
は
現

實
的
存
在
と
合
致
す
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
「
存
在
が
本
質
を
規
定
す
る
場
合
」
に
お
い
て
、
九
鬼
は
、
普
遍
に
よ
る
個
体
の
規
定
と

い
う
イ
デ
ア
チ
オ
ン
の
反
転
で
あ
る
、
個
体
に
よ
る
普
遍
の
規
定
と
し
て
の
普
遍
の
個
体
化
を
想
定
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
イ
デ
ア
の
分

有
的
な
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
個
体
的
存
在
と
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秀
吉
の
「
個
體
的
本
質
」
と
は
、「
秀

吉
の
存
在
」な
し
に
は
完
成
さ
れ
な
い
。「
秀
吉
の
個
體
的
本
質
は
秀
吉
の
存
在
に
」よ
っ
て
、「
刻
々
に
形
成
」さ
れ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り「
人

間
の
現
實
的
存
在
が
人
間
の
本
質
を
規
定
す
る
」
の
で
あ
る
が
、こ
の
よ
う
に
し
て
「
人
間
の
本
質
は
個
體
的
本
質
」
に
瞬
間
瞬
間
に
「
結

晶
す
る
」。「
結
晶
す
る
」
と
は
、
１
の
場
合
の
よ
う
な
影
と
し
て
の
存
在
の
現
れ
で
は
な
く
、「
実
存
」
の
具
現
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ

い
だ
ろ
う（
24
）。

　

個
体
の
現
実
的
存
在
が
、
瞬
間
瞬
間
に
、
ま
た
「
非
連
續
の
連
續
」
と
い
う
形
で
個
体
的
本
質
を
規
定
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
、「
單
な

る
言
葉
で
な
く
實
在
性
」
を
有
す
る
規
定
な
の
だ
と
言
わ
れ
る
。「
單
な
る
言
葉
で
な
く
」、「
名
目
」
で
も
な
い
、「
実
在
性
」
の
あ
る
存

在
、こ
れ
が
生
の
営
み
の
中
で
瞬
間
毎
に
、自
ら
の
本
質
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
の
だ
と
、執
筆
者
は
理
解
す
る
。
そ
し
て
、九
鬼
に
よ
れ
ば
、

存
在
が
本
質
を
規
定
す
る
仕
方
は
「
飛
躍
的
」
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
規
定
は
選
択
肢
か
ら
一
つ
を
選
び
決
定
す
る
と
い
う

形
に
よ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、「
選
擇
と
決
定
の
た
め
に
自
覚
の
奥
底
に
み
づ
か
ら
惱
む
」
こ
と
で
、「
眞
の
意
味
の
選
擇
」
と
な
る
。「
各

瞬
間
毎
に
如
何
に
死
ぬ
か
如
何
に
生
き
る
か
に
徹
底
的
に
迷
ひ
ぬ
く
こ
と
」、実
存
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
普
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遍
的
抽
象
」
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
が
自
明
」
で
、
因
果
関
係
に
よ
り
「
お
の
づ
か
ら
決
定
」
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
決
定
に
関
わ

る
の
は
「
実
存
」
で
は
な
く
、
生
物
的
次
元
か
ら
見
ら
れ
る
「
單
な
る
生
命
」
な
の
で
あ
る（
25
）。　
　

　

要
す
る
に
、
真
の
意
味
で
選
択
し
苦
悩
す
る
実
存
に
お
け
る
生
の
充
実
は
、
ど
こ
ま
で
も
完
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
瞬
間
毎
に
完
成
を

目
指
す
の
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。　
　

三　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
実
存
・
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
・
固
有
名

　

こ
こ
で
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ （hypostase

）
＝
実
詞
化
」
を
手
掛
か
り
と
し
、「
名
／
固
有
名
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
こ
の
問
題
と
九
鬼
の
「
名
」
の
問
題
と
の
接
点
を
執
筆
者
に
示
唆
し
た
の
は
、
柄
谷
行
人
一
九
八
九
年
刊
行
の
『
探
究
』

Ⅱ（
26
）
で
展
開
し
た
「
固
有
名
」
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。　

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
も
九
鬼
と
同
じ
く
、「
名
」
あ
る
い
は
「
固
有
名
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
こ
れ
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』
の
題
名
が
示
す
通
り
、
む
し
ろ
「
実
存
」
や
「
実
存
者
」
の
方
が
、
レ
ヴ
ィ
ナ

ス
の
哲
学
に
お
け
る
中
心
的
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。「
名
／
固
有
名
」
は
、
こ
の
テ
ー
マ
が
も
つ
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
と
い
う
一
つ
の
軸

に
付
随
す
る
課
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
固
有
名
の
研
究
を
既
に
一
九
八
九
年
に
発
表
し
て
お
り
、
九
鬼
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
媒
介
者
と
な
る

柄
谷
の
見
解
を
、
ま
ず
は
援
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

柄
谷
に
よ
れ
ば
、
固
有
名
と
は
「
指
示
す
る
」
も
の
で
は
な
い
。
固
有
名
と
は
、
個
体
が
個
体
で
あ
る
根
拠
と
な
り
得
る
も
の
、
個
体

の
「
単
独
性
」
を
保
証
す
る
も
の
だ
。
こ
の
個
体
の
「
単
独
性
」
は
、個
体
の
「
特
殊
性 （
個
別
性
）」
と
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
「
そ

れ
ら
の
個
体
が
一
般
性
あ
る
い
は
集
合
に
属
す
る
か
否
か
に
あ
る
」。
特
殊
性
は
「
一
般
性
か
ら
み
ら
れ
た
個
体
性
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
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に
対
し
て
単
独
性
は
「
も
は
や
一
般
性
に
所
属
し
よ
う
の
な
い
個
体
性
」
な
の
だ
と
い
う（
27
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
点
に
つ
い
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
見
解
を
確
認
す
る
た
め
に
、柄
谷
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
批
判
対
象
で
あ
っ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
言
及
す
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
存
在
性
格
の
二
つ
の
様
相
」、つ
ま
り「「
こ
れ
が
在
る
」（
実
存
カ
テ
ゴ
リ
ー
）と「
こ
れ
は
…
‥
で
あ
る
」（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）」

の
差
異
を
見
出
し
た
。
し
か
し
柄
谷
が
注
目
し
た
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
「
誰
か
」
と
は
特
に
「
固
有
名
」
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、「
こ
れ
は
…
‥
で
あ
る
」
と
い
う
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
に
属
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
る（
28
）。

　

さ
て
『
探
究
』
Ⅱ
に
お
け
る
柄
谷
の
意
図
は
、
固
有
名
か
ら
言
語
を
捉
え
な
お
そ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
、「
何

と
呼
ぶ
の
か
」
と
定
義
さ
れ
る
「
固
有
名
」
と
「
何
で
あ
る
か
」
と
定
義
さ
れ
る
「
一
般
名
」
と
を
区
別
す
る（
29
）。　

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
実
存
」
は
、「
…
‥
が
在
る
」
と
い
う
根
本
的
形
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
が
、
し
か
し
彼
に
と
っ
て
こ
の
よ

う
な
「
実
存
」
に
「
名
」
は
あ
る
の
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
「
無
名
」
で
あ
る
。
柄
谷
の
主
張
は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
何
と
呼
ぶ
の
か
」（
固

有
名
）
と
「
何
で
あ
る
の
か
」
を
区
別
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
柄
谷
に
よ
れ
ば
、「
固
有
名
」
は
「
誰
か
」、
ま
た
「
何
と
呼

ぶ
の
か
」
に
相
当
す
る
が
、
決
し
て
「
何
で
あ
る
か
」
で
は
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
主
語
と
し
て
の
「
誰
か
」
を
「
任
意
の
ｘ
」
と
し
、

そ
の
よ
う
に
し
て
「
述
語
を
優
位
に
」
お
い
た
。
要
す
る
に
、「
誰
か
」
と
い
う
「
固
有
名
」
を
任
意
と
し
、「
何
で
あ
る
か
」
と
い
う
存

在
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
を
述
語
表
現
す
る
と
い
う
の
で
あ
る（
30
）。

　

と
こ
ろ
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
現
存
在
や
実
存
を
「
共
同
存
在
」
と
い
う
観
点
か
ら
規
定
し
て
い
る
。
現
存
在
は
「
本
質
上
そ
れ
自
身
に

お
い
て
共
同
存
在
」
で
あ
り
、「
世
界
内
で
の
共
同
存
在
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
目
の
前
に
他
の
人
が
い
な
い
、
誰
も
知
覚
さ
れ
な
い
と

い
う
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
共
同
存
在
か
ら
規
定
で
き
る
と
い
う
の
だ
。「
他
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
」、
つ
ま
り
「
ひ
と
り
で
い
る

こ
と
﹇
単
独
存
在
﹈」
は
、「
共
同
存
在
の
ひ
と
つ
の
欠
如
的
様
相
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
共
同
存
在
」
か
ら
は
、
柄
谷
の
意
味

す
る
「
単
独
性
」
と
し
て
の
実
存
は
見
出
さ
れ
な
い
。
確
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、現
存
在
が
「
事
実
的
に
ひ
と
り
で
存
在
す
る
こ
と
」、「
単
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独
で
存
在
す
る
こ
と
」（
31
）
を
排
除
し
て
は
い
な
い
の
だ
が
、「
固
有
名
」
の
観
点
に
よ
る
「
単
独
性
」
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
柄
谷
は
「
共

同
存
在
」
に
、次
の
よ
う
な
こ
と
を
認
め
よ
う
と
す
る
。「
こ
の
私
」
は
、「「
私
」
と
い
う
言
葉
の
「
共
同
性
」
の
な
か
で
は
じ
め
て
可
能
」

で
あ
り
、「「
個
別 （
特
殊
）」
的
」
と
な
る
。
彼
の
力
点
は
、
誰
も
が
使
う
と
い
う
意
味
で
、「
私
」
と
い
う
一
人
称
代
名
詞
は
共
同
性
を

有
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
と
は
言
え
「「
こ
の
私
」
の
単
独
性
は
固
有
名
に
お
い
て
し
か
見
い
だ
さ
れ
な
い
」（
32
）。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
実
存
」
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
示
し
た
。
彼
は
、
こ
の
「
実
存
」（existence

）
を
特

徴
づ
け
る
一
つ
の
概
念
で
あ
る
「
脱
自
」（extase

）
に
疑
問
を
呈
す
る
。「
脱
自
」
と
は
、「
自
己
の
外
に
あ
る
」
こ
と
、「
す
で
に
内
部

か
ら
外
部
へ
と
脱
出
」
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
存
の
「
外
部
と
内
部
」
の
作
用
は
「「
主
体

－

客
体
」
の
作
用
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
っ

た
」
わ
け
だ
が
、レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
作
用
の
「
究
極
的
普
遍
的
本
質
を
、も
っ
と
も
深
い
か
た
ち
で
把
握
」
し
、

ま
た
「
脱
自
」
に
よ
っ
て
「
実
存
が
実
存
す
る
ゆ
え
ん
の
も
の
を
見
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　

脱
自
と
は
、あ
る
対
象
と
の
関
係
で
は
な
く
、存
在
す
る
と
い
う
動
詞
、存
在
す
る
と
い
う
行
為
と
の
関
係
で
あ
る
。
脱
自
に
よ
っ

て
人
間
は
そ
の
実
存
を
引
き
受
け
る
。
脱
自
は
実
存
と
い
う
出
来
事
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
出
来
事
そ
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る（
33
）。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、「
定
位
」（position

）と
い
う
自
ら
の
立
場
に
よ
っ
て
、「
脱
自
」と
は
異
な
る
方
向
へ
と
向
か
う
。「
い
っ
さ
い
の
了
解
、

い
っ
さ
い
の
地
平
や
時
間
に
先
立
」ち
、「
意
識
が
起
源
で
あ
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
、意
識
が
意
識
自
身
か
ら
発
し
て
お
り
、意
識
が〈
実

存
者
〉
だ
と
い
う
事
実
」。
あ
る
い
は
、主
体
の
「
出
発
点
」、主
体
が
「
そ
の
上
に
根
づ
く
」
土
台
。
こ
れ
が
「
定
位
」
だ
と
す
る
な
ら
、「
脱

自
」
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、「
脱
自
」
が
「
実
存
の
源
初
的
様
態
な
の
か
」、
ま
た
「
一
般
に
自
我
と
存
在
と
の
関
係
と
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呼
ば
れ
る
も
の
が
外
へ
の
運
動
」
で
あ
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る（
34
）。

　

こ
の
「
定
位
」
と
相
即
す
る
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
こ
の
用
語
の
ギ
リ
シ
ャ
語

の
語
源
、「
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
」（hypostasis

）
を
原
義
通
り
に
解
釈
し（
35
）、
摂
取
し
た
。
哲
学
史
上
一
般
的
で
は
な
い
、
そ
の
彼
独
自

の
理
解
は
「
動
詞
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
行
為
が
実
詞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
存
在
と
な
る
そ
の
出
来
事
を
指
し
示
」
す
と
い
う
こ
と
で
あ

る（
36
）。

　
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
次
の
一
節
を
見
て
お
こ
う
。

〈
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
〉、
実
詞
﹇substantif

﹈
の
出
現
、
そ
れ
は
た
ん
に
新
し
い
文
法
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
出
現
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
無
名
の
〈
あ
る
〉﹇il y a
﹈ 
の
中
断
を
、
私
的
な
領
域
の
出
現
を
、
名
詞
の
出
現
を
意
味
し
て
い
る
。〈
あ
る
〉
の
基
底
の

上
に
存
在
者
が
立
ち
現
れ
る
。
…
…
実
詞
化
に
よ
っ
て
、
無
名
の
存
在
は
〈
あ
る
〉
と
し
て
の
性
格
を
失
う
。
存
在
者
―
―
〈
存
在

す
る
も
の
〉
―
―
は
、存
在
す
る
と
い
う
動
詞
の
主
語
で
あ
り
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
を
み
ず
か
ら
の
属
辞　

[attribut]

と
し
、

そ
の
運
命
に
支
配
を
及
ぼ
す
。
存
在
を
引
き
受
け
る
だ
れ
か
が
い
る
。
そ
し
て
こ
の
存
在
は
今
や
そ
の
だ
れ
か

0

0

0

の
存
在
な
の
だ
」（
37
）。

　

こ
こ
で
、
非
人
称
で
表
現
さ
れ
た
「〈
あ
る
〉」（
イ
リ
ヤ
）
と
い
う
「
無
名
の
存
在
」
は
、「
個
々
の
存
在
者
な
い
し
存
在
者
た
ち
を
欠

い
た
存
在
」（
38
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
無
名
」
で
あ
る
が
、「
実
詞
」
が
「
出
現
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在
者
と
し
て
の
具
体
的
な
実

存
者
に
な
る
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、「
存
在
」
は
、「
無
名
」
か
ら
「
有
名
」
と
な
る
こ
と
で
、そ
の
「
存
在
」
の
述
語
的
性
格
を
も
つ
「
あ
る
」

は
中
断
さ
れ
、変
容
す
る
。
そ
し
て
、「
存
在
者
」
の
「
出
現
」
と
は
名
前
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
。
名
前
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
存
在
」
は
「
だ
れ
か
の
存
在
」、
ま
た
は
「
存
在
者
」
と
な
り
、「
存
在
者
」
は
「
存
在
す
る
と
い
う
動
詞
の
主
語
」
と
な
る
の
だ
。
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そ
し
て
、「
存
在
者
」
は
「
属
辞
」
で
表
現
さ
れ
る
「
存
在
」
を
、
主
体
的
に 

―
―
根
本
的
土
台
と
な
る
責
任
を
も
っ
て
、
と
で
も
言
え

る
だ
ろ
う
か
―
― 

引
き
受
け
る
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
西
谷
修
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
主
体
は
、「
逃
れ
え
な
い
み
ず

か
ら
の
存
在
を
そ
の
下
に
身
を
置
き
担
い
と
っ
て
立
つ
」
も
の
な
の
だ（
39
）。

　

先
に
見
た
通
り
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
は
「
内
か
ら
外
へ
の
運
動
」
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
お
よ
び
当
時
の
「
現
代
思
想
」
の
反
実
体
的
傾
向
を
批
判
す
る
立
場
の
表
明
で
あ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
こ
れ
を
「
脱

自
主
義
」（extatism

e
）
と
呼
ぶ
が
、
逆
に
「
定
位
の
行
為
」
は
、
実
体
と
し
て
の
主
体
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
定
位

の
行
為
」
の
「
自
身
を
超
越
し
な
い
こ
の
努
力
」
が
、「〈
私
〉
を
作
り
上
げ
る
」
の
で
あ
る（
40
）。
柄
谷
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
は
否
定
さ

れ
た
が
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
主
体
の
「
実
体
性
」
と
は
、
つ
ま
り
「
実
存
が
固
有
名
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
」（
41
）

だ
と
明
言
し
て
い
る
。

　
『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』
の
中
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
単
に
「
無
名
」
と
言
っ
た
だ
け
だ
。
彼
は
、
こ
の
問
題
を
固
有
名
に
限
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
『
固
有
名
』
を
参
考
に
、
名
と
固
有
名
と
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
と
の
関
連

を
考
え
て
み
た
い
。
既
に
示
し
た
本
書
の
「
序
言
」
に
あ
る
一
節
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

人
物
の
名
を
語
る
こ
と

0

0

0

0

、
そ
れ
は
顔
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
名
詞
や
常
套
句
の
只
中
に
あ
っ
て
、
固
有
名
は

意
味
の
解
体
に
抵
抗
し
、
私
た
ち
の
発
語
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
固
有
名
は
、
難
破
し
た
話
の
背
後
に
、
あ
る

種
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

﹇intelligibilité

﹈
の
終
焉
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
ひ
と
つ
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
黎
明
を
も
見
て
取
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
「
人
物
の
名
を
語
る
こ
と
」、
こ
の
「
名
」
と
は
「
固
有
名
」
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
語
る
こ
と
」
と
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
作

家
の
思
想
を
解
釈
し
、
批
評
し
、
語
る
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
「
名
詞
や
常
套
句
」
の
中
に
位
置
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
は
異

な
る
も
の
だ
。「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
を
説
明
す
る
文
脈
で
は
、「
実
詞
」
に
対
す
る
も
の
へ
と
変
容
す
る
「
動
詞
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
「
名
詞
や
常
套
句
」
は
、「
固
有
名
」
へ
と
「
統
合
」
さ
れ
、「
吸
収
」
さ
れ
て
ゆ
く
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
こ
の
一
節
の

後
で
、レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は「
語
ら
れ
た
こ
と
」は
、「
す
で
に
完
成
し
た
完
全
無
欠
の
存
在
」の「
自
足
」す
る「
同
一
性
」に「
統
合
」さ
れ
、「
存

在
や
体
系
を
裏
切
り
制
限
す
る
か
に
み
え
る
数
々
の
差
異
を
斥
け
、吸
収
し
て
し
ま
う
」
と
続
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、こ
の
完
全
な
る
「
同

一
性
」
の
「
存
在
」
が
「
固
有
名
」
な
の
で
あ
る
。「
固
有
名
」
は
「
名
詞
や
常
套
句
」
と
対
比
さ
れ
た
場
合
、「
実
体
化
」
そ
の
も
の
な

の
だ
と
い
う
こ
と
、「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
と
い
う
出
来
事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
意
味
の
解
体
」
へ
の
「
抵
抗
」
は
、
先
述
の
「
現
代
思
想
の
反
実
体
的
傾
向
」
へ
の
「
抵
抗
」
で
も
あ
る
。
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
語
ら
れ
る
、
つ
ま
り
言
葉
に
な
る
、
こ
れ
が
合
理
化
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
こ
の
合
理
性
は
終
焉
を
迎
え
る
。

合
理
性
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「「
同
一
者
と
非
同
一
者
と
の
」
究
極
の
同
一
性
」
的
な
「
存
在

－

論
」
に
お
い
て
は
、「
難
破
し
た
話
」

と
化
し
、「
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
終
焉
」
に
至
る
。
し
か
し
な
が
ら
、あ
ら
ゆ
る
「
差
異
」
を
吸
収
し
て
し
ま
う
よ
う
な
「
同
一
性
」
の
「
存
在
」

に
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
主
旨
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
、
別
の
「
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
黎
明
」
が
あ
り
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
の
が
「
固
有
名
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
「
固
有
名
」
は
、「
他
な
る
も
の
と
の
連
関
で
あ
り
、覚
醒
」

で
あ
る
も
の
と
し
て
の
「
自
己
」
と
い
う
存
在
の
土
台
と
な
る（
42
）。
合
田
正
人
に
よ
れ
ば
、「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
と
っ
て
は
、
固
有
名
は
無

意
味
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
意
味
の
、
語
る
こ
と
の
唯
一
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。
固
有
名
は
存
在
に
先
立
ち
、
存
在
の
秩
序
の
存
亡
は
固
有

名
に
か
か
っ
て
い
る
」（
43
）
の
だ
。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、『
固
有
名
』
と
い
う
作
家
論
の
中
で
、キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、ブ
ー
バ
ー
な
ど
、つ
ま
り
「
他
者
」
を
語
る
こ
と
を
通
し
て
、「
自
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「
名
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と
「
実
存
」〔
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己
と
は
他
な
る
も
の
、
そ
れ
は
〈
他
者
〉
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
愛
と
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
他
者
を
き
み
と
し
て
迎
接
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
迎
接
」
が
、「〈
同
〉
か
ら
〈
他
〉
へ
と
向
か
い
つ
つ
も
差
異
を
抹
消
す
る
こ
と
の
な
い
知0

解
可
能
性

0

0

0

0

」
な
の
だ
と
い
う
。「
他
」
の
名
を
語
る
こ
と
に
お
い
て
、「
自
己
」
と
「
他
」
は
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
と
言
え
る
。「
語

る
こ
と
」
と
は
、
た
と
え
い
ま
だ
「
共
通
の
も
の
が
何
も
な
い
と
こ
ろ
」
に
お
い
て
も
、「〈
同
〉
か
ら
〈
他
〉
へ
の
通
路
を
た
え
ず
拓
き

つ
づ
け
る
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
自
身
、
哲
学
者
自
ら
、「
他
者
」
の
「
名
」
を
、「
固
有
名
」
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
「
他
者
の
身
代
わ
り
」（
44
）
に
な
り
、
他
者
の
思
想
を
わ
が
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

結
論
に
か
え
て

　

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
九
鬼
に
お
い
て
は
、
個
体
の
実
存
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
実
存
の
成
立
の
契
機
を
、
柄
谷
に

倣
い
「
固
有
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
現
れ
る
単
独
性
」（
つ
ま
り
、
一
般
性
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
単
独
性
） 

に
、
あ

る
い
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
倣
い
「
動
詞
か
ら
実
詞
へ
の
変
容
と
い
う
出
来
事
と
し
て
の
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
に
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
九
鬼
の
実
存
の
契
機
と
「
固
有
名
」
と
の
深
い
連
関
は
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
九
鬼
の
論
述
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
実
存
・
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
・
固
有
名
の
連
関
の
考
え
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
九
鬼
の
実
存
と
固
有
名
に
つ
い
て

の
思
索
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

九
鬼
に
お
い
て
は
、
存
在
が
本
質
を
規
定
す
る
場
合
に
、
個
体
に
お
け
る
「
可
能
的
存
在
」
と
「
現
実
的
存
在
」
が
合
致
す
る
と
言
わ

れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
「
普
遍
が
個
体
化
」
す
る
契
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
個
体
が
「
実
存
」
に

他
な
ら
な
い
。
九
鬼
に
と
っ
て
は
、実
存
と
し
て
の
現
実
的
存
在
は
「
淡
い
影
」
と
し
て
の
個
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。「
固
有
名
」
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は
、
こ
の
「
普
遍
の
個
体
化
」
の
契
機
に
、
個
体
に
「
結
晶
す
る
」
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
基
づ
い
て
解

釈
し
た
い
な
ら
、「
現
実
的
存
在
」
を
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
と
見
做
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
九
鬼
は
、
現
実
的
存
在
は
瞬
間
ご
と
に
規
定
さ
れ
、
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
照
ら
し

た
と
き
、「
固
有
名
」も
瞬
間
ご
と
に
形
成
さ
れ
、規
定
さ
れ
、自
覚
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
の
よ
う
に
自
覚
を
深
め
る
こ
と
で
、「
固

有
名
」
と
し
て
実
存
の
生
は
充
実
し
、ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
、そ
の
生
は
ど
こ
ま
で
も
完
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、完
成
を
め
ざ
し
続
け
る
。

九
鬼
は
、
個
体
の
実
存
性
は
「
無
窮
性
の
故
に
無
盡
藏
で
言
表
さ
れ
難
い
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、「
そ
の
意
味
に
お
い
て
個
體
は
限
界
を

置
い
て
ゐ
る
」の
だ
と
見
て
い
る（
45
）。
こ
の
言
説
は
、控
え
め
な
が
ら
決
定
的
な
九
鬼
の
実
存
観
を
示
し
て
い
る
。
彼
が
見
て
い
た
の
は
、

「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」
と
同
定
で
き
る
個
体
と
し
て
の
実
存
で
あ
る
。
こ
の
「
個
体
の
限
界
」
と
い
う
も
の
を
「
固
有
名
」
と
捉
え
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
、
今
や
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
言
う
「
固
有
名
」
に
支
え
ら
れ
る
「
い
ま
ひ
と
つ
の

知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
実
存
を
底
か
ら
支
え
る
も
の
が
「
固
有
名
」
だ
と
考
え
得
る
の
か
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
索
に
お
い
て
、「
人
物
の
名

を
語
る
こ
と

0

0

0

0

、
そ
れ
は
顔
を
表
現
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
顔
と
は
、「「
固
有
名
や
称
号
や
類
型
」
を
剥
が
れ
た
裸
出
性
で
あ
る
し

る
し
」（
46
）
と
し
て
の
人
間
の
顔
だ
と
い
う
。「
裸
出
性
」
と
い
う
つ
ま
り
原
型
で
あ
る
。
自
己
と
い
う
存
在
の
原
型
で
あ
ろ
う
。
こ
の
原

型
に
比
較
し
得
る
の
が
、「
固
有
名
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
人
の
顔
は
常
に
私
の
意
識
の
ど

こ
か
に
伴
っ
て
い
る
。
和
辻
哲
郎
も
、「
一
切
を
排
除
し
て
も
な
お
人
を
思
い
浮
か
べ
得
る
が
、
た
だ
顔
だ
け
は
取
り
の
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
」（
47
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
人
を
思
う
と
き
、
語
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
支
え
の
よ
う
な
も
の
、
そ
れ
が
顔
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
名
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
名
を
知
ら
ず
に
そ
の
人
の
こ
と
を
語
っ
て
も
、
ど
う
し
て
も
仮
の
名
で
も
い
い
の
で
、
つ
け
た

く
な
る
。
私
た
ち
が
思
う
、
語
る
と
き
の
意
識
に
は
、
固
定
の
欲
望
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
浮
遊
状
態
の
語
り
、
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述
語
化
な
ど
、
実
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
固
有
名
」
と
「
イ
ポ
ス
タ
ー
ズ
」、「
個
体
の
限
界
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
よ
り
深
く
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
思
索
の
展
望
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
ま
ず
は
、
こ
の
未
完
の
一
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

注（
1
） 『
九
鬼
周
造
全
集
』（K

SZ

） 

第
五
巻
、岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
、

七
十
一
頁
。

（
2
） 

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
固
有
名
』、
合
田
正
人
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
四
年
、
三
―
四
頁
。Em
m

anuel Levinas, N
om

s propres, 
Fata M

organa, 2014, p. 11.

（
3
） 

初
刊
は
一
九
三
三
年
で
、岩
波
講
座
『
哲
学
』
に
「
実
存
の
哲
学
」

と
し
て
所
収
さ
れ
た
。K

SZ
3

に
所
収
の
、こ
の
「
実
存
哲
学
」
と
「
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
の
哲
学
」
が
一
つ
の
論
文
「
実
存
の
哲
学
」
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
（K

SZ
3

、
四
三
八
頁
）。

（
4
） 

九
鬼
周
造
『「
い
き
」
の
構
造
』
藤
田
正
勝
全
注
釈
、
講
談
社
学

術
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
二
十
四
―
二
十
五
頁
。

（
5
） K

SZ
5

、
五
十
八
―
七
十
一
頁
。

（
6
） 

高
橋
眞
司『
九
鬼
隆
一
の
研
究
』未
來
社
、二
〇
〇
八
年
、十
三
頁
、

一
二
七
頁
。

（
7
） 

ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
、
相
良
守
峯
訳
、
岩
波
文
庫
、

二
〇
一
六
年
、
二
四
四
―
二
四
五
頁
。

（
8
） 

中
村
元
『
広
説
佛
教
用
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
九
年
。

（
9
） K

SZ
3

、
五
十
九
―
六
十
二
頁
。

（
10
） 

同
右
、
六
十
七
―
六
十
八
頁
。

（
11
） 

同
右
、
六
十
八
頁
。

（
12
） K

SZ
3

、
六
十
八
頁
。「
実
存
哲
学
」
で
の
フ
ッ
サ
ー
ル
批
判
が

ど
の
文
献
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
九
鬼
は
明
記
し
て
い
な
い
。『「
い

き
」』で
は『
イ
デ
ー
ン
』（
一
九
一
三
年
）を
参
照
し
て
い
る
た
め
、「
実

存
哲
学
」
で
も
こ
れ
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、『
イ
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デ
ー
ン
』で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る「
變
形
態
」（Variation

）

と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
九
鬼
は
「
実
存
哲
学
」
で
詳
述
し
て
い
る
。

こ
の
用
語
の
初
出
は
、
一
九
一
二
年
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
理
論
化
は

一
九
二
五
年
の
講
義
「
現
象
学
的
心
理
学
」
に
お
い
て
で
あ
る
よ
う

だ
（
堀
栄
造
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
的
心
理
学
の
深
化
（
一
九
二
五

〜
一
九
二
八
）」『
筑
波
大
学
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
、
九
―

二
十
四
頁)

。「
実
存
哲
学
」で
の
九
鬼
の
論
じ
方
か
ら
し
て
も
、『
イ
デ
ー

ン
』以
外
の
テ
キ
ス
ト
を
検
討
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
、
調
査
を
要
す
る
。

（
13
） 

同
右
、
六
十
八
―
六
十
九
頁
。

（
14
） 

同
右
、
七
十
頁
。

（
15
） 

同
右
、
七
十
一
頁
。

（
16
） 

同
右
、
七
十
一
―
七
十
二
頁
。

（
17
） 

実
際
フ
ッ
サ
ー
ル
の
方
法
が
、
九
鬼
が
批
判
す
る
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
ず
、

別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。
た
だ
、
堀
栄
造
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
九
鬼
の
用
語
で

は
「
變
形
態
」）
に
お
い
て
、「
形
相
を
プ
ラ
ト
ン
的
な
イ
デ
ア
と
し
て

捉
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
形
相
の
諸
段
階
に
対
応
す
る
諸
領
域
つ
ま

り
経
験
世
界
の
諸
領
域
に
根
ざ
す「
経
験
の
形
相
」」で
あ
る
。
従
っ
て
、

一
九
二
五
年
の
講
義
で
表
明
さ
れ
た
「
プ
ラ
ト
ン
的
な
イ
デ
ア
と
し
て

把
握
」
は
「
誤
り
」
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
は
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的

な
意
味
で
把
握
」す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、九
鬼
の
フ
ッ
サ
ー

ル
批
判
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
18
） K

SZ
3

、
七
十
二
頁
。

（
19
） 

同
右
、
七
十
六
頁
。

（
20
） 

同
右
、
七
十
七
頁
。

（
21
） K

SZ
10

、三
六
一
―
四
六
二
頁
。
九
鬼
は「A

rm
and C

olin

版, 
1931, 5e éd.

」を
使
用
し
て
い
る
。翻
訳
は
ガ
ブ
リ
エ
ル・ペ
ッ
フ
ェ
ー

ル
と
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
よ
る
。

（
22
） 『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
浜
渦
辰
二
訳
（
ド
イ
ツ
語
版
、

C
artesianische M

editationen Eine Einleitung 
in die Phänom

enologie

の
訳
）、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
五
年
、

一
九
〇
頁
、
一
九
四
頁
。

（
23
） K

SZ
3

、
七
十
七
―
七
十
八
頁
。

（
24
） 

同
右
、
七
十
九
―
八
十
一
頁
。

（
25
） 

同
右
、
八
十
一
―
八
十
二
頁
。

（
26
） 

柄
谷
行
人
『
探
究
』
Ⅱ
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
五
年
。

（
27
） 
同
右
、
十
一
、十
三
頁
。「
単
独
性
」
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学

の
病
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
夏
目
漱
石
の
脳
を
例
と
し
、
説
明
が
な
さ
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れ
て
い
る
。
こ
れ
は
見
た
と
こ
ろ
特
に
変
わ
っ
た
脳
で
は
な
く
、
ま
た

夏
目
漱
石
と
い
う
個
体
と
無
関
係
で
あ
る
が
、「
他
の
脳
と
代
替
し
て

な
い
し
、脳
一
般
の
な
か
に
入
ら
な
い
」。
こ
の
脳
は
「
特
異
（
単
独
）」

だ
と
言
え
る
が
、
と
い
う
の
も
そ
れ
が
「
夏
目
漱
石
の
脳
と
い
う
固
有

名
で
呼
ば
れ
る
」
か
ら
だ
。
特
殊
だ
か
ら
固
有
名
で
呼
ば
れ
る
の
で
は

な
く
、
固
有
名
で
呼
ば
れ
る
か
ら
「
単
独
」
な
の
だ
と
い
う
の
が
、
柄

谷
の
主
張
で
あ
る
。　

 

（
28
） 

同
右
、
四
十
八
―
四
十
九
頁
。

（
29
） 

同
右
、
四
十
九
頁
。

（
30
） 

同
右
、
四
十
八
―
四
十
九
頁
。

（
31
） 

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
上
、
桑
木
務
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
九
五
年
、
二
三
〇
―
二
三
一
頁
。

（
32
） 

柄
谷
（
前
掲
）、
五
十
頁
。

（
33
） 

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』
西
谷
修
訳
、
ち
く
ま
学

術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
二
―
一
七
三
頁
。

（
34
） 

同
右
、
一
五
二
―
一
五
三
頁
、
一
七
三
頁
。

（
35
） 

同
右
、
二
〇
四
―
二
〇
五
頁
。「
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
」
は
、「「
下

に
身
を
置
く
こ
と
、
下
に
位
置
す
る
こ
と
（
基
礎
と
な
る
）
こ
と
」
な

い
し
「
下
に
あ
る
も
の
（
基
礎
）
を
意
味
す
る
」（「
訳
注
」）。

（
36
） 

同
右
、
一
七
四
頁
。
訳
者
の
西
谷
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
イ
ポ

ス
タ
ー
ズ
」
は
、「
哲
学
史
上
一
般
的
で
は
な
い
」
と
い
う
点
へ
の
注

意
を
喚
起
し
て
い
る
。
西
谷
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
「
ヒ
ュ
ポ
ス

タ
シ
ス
」
の
用
法
に
は
、「
限
定
な
し
の
「
存
在
」
に
お
け
る
限
定
さ

れ
た
「
存
在
者
」
の
出
現
と
い
う
出
来
事
を
指
し
て
い
る
」
と
の
考
え

が
あ
る
よ
う
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
「
無
規
定
的
」

で
「
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
が
「
現
勢
化
」
し
、「
個
的

な
実
体
と
な
る
こ
と
」、「
そ
う
な
っ
た
も
の
の
在
り
様
」
を
「
ヒ
ュ
ポ

ス
タ
シ
ス
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
意

味
を
捉
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。（「
訳
注
」、
二
一
〇
―
二
一
一
頁
。）

（
37
） 

同
右
、
一
七
四
―
一
七
五
頁
。

（
38
） 

同
右
、
十
一
頁
。

（
39
） 

同
右
、
二
一
三
頁
（「
訳
注
」）。

（
40
） 

同
右
、
一
七
一
―
一
七
二
頁
。

（
41
） 

柄
谷(

前
掲)

、
五
十
一
頁
。

（
42
） 

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
固
有
名
』、
四
―
六
頁
。

（
43
） 

同
右
、
二
〇
二
頁
（「
訳
者
あ
と
が
き
」）。

（
44
） 

同
右
、
五
―
六
頁
。

（
45
） K

SZ
3

、
八
十
五
頁
。

（
46
） 
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
固
有
名
』、
二
〇
二
頁
（「
訳
者
あ
と
が
き
」）。

合
田
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
一
九
八
七
年
に
書
か
れ
た
『
全
体
性
と
無



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
四
号

一
四
六

限
』
の
ド
イ
ツ
語
版
へ
の
序
文
」
の
一
節
で
あ
る
。

（
47
） 
和
辻
哲
郎
「
面
と
ペ
ル
ソ
ナ
」『
和
辻
哲
郎
随
筆
集
』
岩
波
文
庫
、

一
九
九
五
年
、
二
十
二
頁
。


